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マーシャル、H・スペンサー、 W． H．マロック、 J． A．ホブスン、 B．ボザンキットら
の「社会」の「進歩」についての考えの相違を析出し、これらを「社会進化」の理論の類
型として整理しようとするものである。























































の編集する『デイリークロニクル』、T． P．0’Connorの『ザ・スター』、 Robert Blatch－
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